
平成２９年度当初予算案のポイント　

◆「さいたま市総合振興計画」や「さいたま市成長戦略」、「さいたま市まち・ひと・しご
と創生総合戦略」等の計画を着実に実施し、「ＣＳ９０運動」を推進することで、より多
くの市民が住みやすいと感じる都市の実現に向けた予算

◆東日本のヒト・モノ・情報が対流する拠点と位置付けられた本市が、東日本の各都
市との連携を強化し、東日本の中枢都市として成長・発展するための取組を強化す
る予算

◆子育てがしやすい環境整備やきめ細かで質の高い教育の提供、いつまでも健康で充
実した生活を送れるための超高齢社会への対応、安心・安全に暮らせるまちづくりなど
の施策に重点配分した予算

◆新設小・中学校、（仮称）さいたま市子ども総合センター及び新設消防署の整備、大
宮駅・浦和駅周辺の市街地再開発事業など、本市の将来を見据え、「選ばれる都市」、
「しあわせ実感都市」の実現に資する事業へ積極的に投資する予算

１．予算案の特徴

２．予算規模

一般会計の主な増減要因

全会計予算総額は９，８９７億円となり、さいたま市誕生以来、最大の予算規模

５，３０１億円
（４，８２５億円）

前年度比
６１２億円
（１３６億円）

１３．０％
（２．９％）

３，３７３億円 前年度比 ７９億円 ２．４％

１，２２３億円 前年度比 ７０億円 　６．１％

９，８９７億円 前年度比 ７６１億円 ８．３％

一般会計

特別会計

企業会計

全会計
（注）一般会計の（　　）内の数値は県費負担教職員の給与負担等の移譲等に伴う経費（約476億円）
を除いたものです。

 市税                        　 47億円増  臨時福祉給付金関連国庫補助金
 （個人市民税 27億円増） 42億円減
 移譲等に伴う交付金（所得割交付金）

307億円増
 義務教育費国庫負担金 116億円増

 給与負担等の移譲等に伴う経費  臨時福祉給付金給付事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　476億円増   　　　　　　　　　　　　　 　　　　　  42億円減

 新設美園地区小・中学校建設事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　68億円増 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　  　17億円減

 特定教育・保育施設等運営事業　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　38億円増 　　　　　　　　　　　　　（事業完了）　　                                           11億円減

 大宮駅東口大門町2丁目中地区第一種
 市街地再開発事業　　　　　　　 　 　 28億円増 　　　　　　　　　　　　　（事業完了）　　                                           10億円減

 浦和駅西口南高砂地区第一種市街地
 再開発事業 　 　 20億円増  事業　　　　　 　　　　（事業完了） 9億円減

増 要 因 減 要 因

歳

入

歳

出

 市営峰岸住宅建替事業

 高等看護学院新校舎建設事業

 武蔵浦和駅第１街区第一種市街地再開発

 岩槻駅舎改修事業
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（単位：千円）

事業内容等 29年度 28年度

大宮の新たなエンジンが始動
　～東日本をリードする大宮のまちづくり～

　大宮駅東口のリーディングプロジェクトである大門町２丁目中地区の市街地
再開発ビルの着工に向けて積極的に支援します。また、東日本中枢都市構想に
位置づけられている大宮駅グランドセントラルステーション化構想の実現に向
けて、駅機能の高度化などについて具体的な検討を進めていきます。

【大宮駅周辺地域戦略ビジョン推進事業（東日本交流拠点整備課）Ｐ9】
【大宮駅東口大門町２丁目中地区第一種市街地再開発事業（大宮駅東口まちづくり事務所）Ｐ9】

東日本のヒト・モノ・情報が結集するまちへ
　～東日本各都市を結びつける東日本連携への取組～

　交通の結節点という強みを生かして、東日本地域の交流人口の拡大やビジネ
ス活動の促進を図るため、（仮称）東日本連携支援センターの開設に向けた準
備を進めます。また、東日本の特産品等を活用したにぎわいの創出に対する支
援や東日本連携各都市との広域周遊ルートの検討などを行います。

　【（仮称）東日本連携支援センター整備事業/東日本の逸品の販路拡大深化事業（経済政策課）P7】
【東日本連携都市インバウンド促進事業/東日本連携広域周遊ルート検討事業（観光国際課）P8】

安心して子育てができる環境づくりを目指して
　～認可保育所の定員増と処遇改善を含めた保育士確保策～

　高まる保育ニーズを踏まえ、認可保育所等の新設、増改築などの施設整備に
補助等を行うことにより、定員を1,332人増員します。また、保育の受け皿拡
大に伴い必要となる保育人材を確保するため、小規模保育施設や市が認定した
認可外保育施設の常勤職員に対する処遇改善費の助成、首都圏で保育士として
就職を希望する地方の学生を対象に、市内保育施設へ就職するイメージを実感
できる保育体感ツアーを新たに実施します。

【特定教育・保育施設の整備による定員拡大（のびのび安心子育て課）P4】
【小規模保育施設・認可外保育施設の保育士雇用対策事業/保育体感ツアー事業（保育課）P4・P5】

安心して子どもを産み育てられるまちへ
　～妊娠・出産包括支援センターの全区設置と産後ケアの実施～

　妊娠期から出産前後の時期の母親に対する支援を強化するため、妊娠・出産
包括支援センターを全区に拡大することにより、相談機能を充実します。ま
た、このセンターや医療機関等と連携して、産後に心身の不調や育児不安のあ
る母親に対して助産師等によるアウトリーチ型の支援を新たに実施します。

【妊娠・出産包括支援センター整備事業/産後ケア事業（地域保健支援課）P4】

世界に羽ばたく人材の育成へ
　～英語教育「グローバル・スタディ」の充実～

  グローバル社会で主体的に行動し、たくましく生きる児童生徒の育成を目標
として、ＡＬＴ（外国語指導助手）や非常勤講師を配置し、小・中学校９年間
の一貫した教科として、英語教育「グローバル・スタディ」を全ての市立小学
校で授業時間数を大幅に拡大して実施します。また、学習意欲を高めるため、
イングリッシュ・キャンプを実施するなど、体験活動の充実を図ります。

　　【グローバル・スタディ推進事業（指導１課）P5】

一人ひとりの教育的ニーズに的確に対応
　～小学校における発達障害・情緒障害通級指導教室の拡充～

　通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童に対し、的確な指
導・支援が行えるよう発達障害・情緒障害通級指導教室を現在の８教室から新
たに20教室新増設して28教室に拡充します。これにより、小学校の早期の段階
で適切な指導が行われ、コミュニケーション能力や学習意欲の向上が図られ、
学力の向上につながります。

　　【発達障害・情緒障害通級指導教室拡充事業（指導２課）P5】

44,909 12,215

438,465 376,826

63,970 0

4,061,566 1,156,658

101,537 22,508

3,539,200 3,410,801

３．主な新規・拡大事業等
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（単位：千円）

事業内容等 29年度 28年度

長寿を応援する社会を
　～新しい総合事業のスタート～

　高齢者が自ら健康増進や介護予防に取り組み、誰もが住み慣れた地域でいき
いきと輝きながら、いつまでも元気で自分らしく暮らせるために、新しい総合
事業をスタートさせます。また、高齢者が自ら介護予防に取り組める機会を提
供するとともに、元気な高齢者の支える側としての活躍を促進します。

 【一般介護予防事業/高齢者生活支援体制整備事業（いきいき長寿推進課）P6】
 【公認グラウンド・ゴルフ場の整備（高齢福祉課）P6】

はじめよう！！「健幸」への第一歩
　～健康マイレージとシルバーポイントの融合～

  継続的に健康づくりに取り組む市民を増やすため、歩数や各種健（検）診の
受診に応じた特典を市民が受けられる健康マイレージに介護予防の観点を加味
し、65歳未満の年齢上限を撤廃して対象者を拡大します。また、健康マイレー
ジで貯めたポイントを長寿応援制度のポイントと交換可能にします。

【健康マイレージ（健康増進課）P6】
【シルバーポイント（長寿応援ポイント)事業（高齢福祉課）P5】

さらに地域の医療を支える病院へ
　～市立病院の建て替え整備～

　地域が抱える医療的な諸課題に対応するとともに、市民が可能な限り地域で
必要な医療を受けることができる「地域完結型医療の要」としての役割を果た
せるよう、救命救急センターや緩和ケア病棟など新たな機能を含めた施設整備
を実施し、安心で安全な医療の提供と医療機能の充実及び強化を図ります。

【市立病院施設整備事業（庶務課病院施設整備室）P6】

地域資源を生かしたまちづくり
　～盆栽・人形文化やスポーツのまちを世界に発信～

　長い歴史と伝統によって育まれ、地域に根差し発展してきた盆栽文化・人形
文化を世界に発信するため、「第８回世界盆栽大会ｉｎさいたま」を開催する
とともに、（仮称）岩槻人形博物館の整備を進めます。また、スポーツの国際
大会を開催することにより、都市のブランド力を向上させ、「スポーツのまち
さいたま」を国内外に発信します。

 【世界盆栽大会推進事業（観光国際課）P8】
【（仮称）岩槻人形博物館整備事業（文化振興課文化施設建設準備室）P6】

【さいたまシティカップ開催事業（スポーツ振興課）P7】
【さいたま国際マラソン開催事業（スポーツイベント課）P5】

安心・安全に暮らせるまちづくりを
　～耐震化の促進や歩道の整備などの推進～

　安心・安全に暮らせるまちづくりを進めるため、民間建築物の耐震補強等の
助成を実施し、耐震化を促進するとともに、橋りょうの耐震化、幹線道路の歩
道整備、生活道路の安全対策であるゾーン３０の整備、踏切内の歩行空間整備
を行う踏切改良などを実施します。

【さいたま市既存建築物耐震補強等助成事業（建築総務課）P10】
【橋りょう耐震化事業/歩道等整備事業/踏切改良事業

/ゾーン３０整備事業/無電柱化等推進事業（道路環境課）P11】

将来世代に安心・安全な公共施設を引き継ぐために
　～公共施設マネジメントの推進～

　公共施設の老朽化が進む中、将来にわたり安心・安全で持続的な施設サービ
スを提供するため、施設の長寿命化を図る予防保全の考えに基づき、プラザ
イースト外20施設の工事、浦和駒場体育館外18施設の設計等を実施するなど、
公共施設の計画的な改修・更新を推進します。

【プラザイースト外１施設管理運営事業（文化振興課）外】

692,219 406,016

459,547 252,260

253,213 168,646

6,126,677 850,748

3,464,484 2,545,389

5,104,820 3,264,420
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